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        No. 2685
2024 年 7 月 16 日

沖
縄
・
少
女
暴
行
事
件
　
政
府
隠
ぺ
い

　
県
民
の
命
よ
り
日
米
同
盟
優
先

　
　

犯
罪
根
絶
へ
米
軍
基
地
撤
去
を

　
　

　

昨
年
12
月
、
沖
縄
本
島

で
16
歳
に
満
た
な
い
少
女

を
車
で
誘
拐
し
て
性
的
暴

行
を
加
え
た
と
し
て
、
那

覇
地
検
が
軍
嘉
手
納
基
地

所
属
の
空
軍
兵
長
を
起
訴

し
た
こ
と
が
、
６
月
25
日

の
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
検
が
起
訴
し
た
の
は

３
月
27
日
で
あ
り
、
日
本

政
府
は
少
な
く
と
も
３
カ

月
間
、
事
件
を
把
握
し
な

が
ら
、
６
月
16
日
投
開
票

の
県
議
選
が
終
わ
る
ま
で
、

沖
縄
県
に
は
一
切
情
報
を

伝
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
に
も
米
海
兵
隊
員

に
よ
る
性
的
暴
行
事
件
が

明
ら
か
に
な
り
、
12
月
の

事
件
の
情
報
が
共
有
さ
れ

て
い
れ
ば
再
発
防
止
が
で

き
て
い
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

沖
縄
で
は
米
兵
に
よ
る

性
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
基
地
の
存
在
に

よ
っ
て
女
性
を
含
む
県
民

の
尊
厳
が
踏
み
に
じ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
県
民
の
命

や
人
権
よ
り
日
米
同
盟
強

化
が
最
優
先
と
い
う
政
府

東
京
都
知
事
選

蓮
舫
氏
大
健
闘

　

新
た
な
民
主
主
義
の
動
き

　

７
日
投
開
票
の
東
京
都

知
事
選
挙
は
小
池
百
合
子

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
蓮

舫
氏
は
残
念
な
が
ら
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
蓮
舫
氏

の
得
票
数
は
、
前
回
、
市

民
と
野
党
の
共
同
候
補

だ
っ
た
宇
都
宮
健
児
氏
の

１
・
52
倍
、
得
票
率
も
５
・

05
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
７
日
、
記
者

会
見
し
、
蓮
舫
氏
が
「
自

民
党
政
治
と
小
池
都
政
を

変
え
る
と
い
う
旗
を
掲
げ

て
立
ち
上
が
り
、
都
民
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
政

策
を
日
々
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
っ
た
こ

と
は
多
く
の
都
民
を
励
ま

し
た
」
と
発
言
。

　

蓮
舫
候
補
の
街
頭
演
説

に
か
つ
て
な
い
規
模
で

人
々
が
集
ま
り
、
無
数
の

『
ひ
と
り
街
宣
』が
都
内
各

地
に
広
が
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
多
く
の
著
名
人
が
蓮
舫

候
補
支
持
を
表
明
す
る
な

ど
、
新
た
な
動
き
の
広
が

り
は
、
日
本
の
民
主
主
義

の
力
を
示
す
も
の
で
、
今

後
の
東
京
と
日
本
の
政
治

を
変
え
て
い
く
う
え
で
大

き
な
力
と
な
る
も
の
で
す
。

　

新
紙
幣
が
20
年
ぶ
り
に

発
行
さ
れ
た
。
千
円
が
北

里
柴
三
郎
、
５
千
円
が
津

田
梅
子
、
１
万
円
が
渋
沢

栄
一
。「
旧
紙
幣
は
使
え
な

い
の
で
交
換
を
と
い
う
詐

欺
が
発
生
し
た
と
い
う
」

「
対
応
す
る
自
販
機
や
券

売
機
が
ま
だ
揃
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

防
衛
省
、
違
反
・
不
正

で
２
１
８
人
を
処
分
。「
特

定
秘
密
の
漏
え
い
や
海
上

自
衛
隊
潜
水
士
の
手
当
の

不
正
受
給
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

対ドル円相場の推移

日銀データから作成。東京市場

男女の賃金格差 企業が自己診断

政府 分析ツール開発へ
　　　宮本徹議員が提案

　

岸
田
政
権
は
６
月
21
日

に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
４
」（
骨
太
の

方
針
）
に
、
各
企
業
が
男

女
間
の
賃
金
格
差
を
自
己

診
断
で
き
る
「
差
異
分
析

ツ
ー
ル
の
開
発
・
活
用
促

進
」
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
宮
本
徹

議
員
が
、
昨
年
10
月
の
衆

院
予
算
委
で
、
日
本
で
も

「
男
女
賃
金
格
差
を
自
己

診
断
で
き
る
計
算
ツ
ー
ル

を
提
供
し
て
、
格
差
を
是

正
す
る
取
り
組
み
を
政
府

と
し
て
進
め
る
べ
き
で
は

の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

犯
罪
根
絶
に
む
け
日
米

地
位
協
定
の
改
定
を
急
ぐ

と
と
も
に
、
根
本
的
解
決

の
た
め
に
は
米
軍
基
地
の

撤
去
が
不
可
欠
で
す
。

な
い
か
」
と
提
案
し
て
い

た
も
の
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

旧優生保護法違憲判決
国の広げた優生思想の一掃を

　

旧
優
生
保
護
法
の
も
と

で
不
妊
手
術
を
強
要
さ
れ

た
被
害
者
が
国
に
賠
償
を

求
め
た
裁
判
で
、
最
高
裁

判
所
は
3
日
、
同
法
は
憲

法
違
反
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
同
法
に
よ
る
被
害
に

除
斥
期
間
を
適
用
す
る
こ

と
は
容
認
で
き
な
い
と
し
、

国
に
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。

　

政
府
と
国
会
は
判
決
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
速
や

か
に
謝
罪
し
、
被
害
者
の

尊
厳
の
回
復
、
賠
償
、
差

別
や
優
生
思
想
の
解
消
な

ど
解
決
に
向
け
。
責
任
を

果
た
す
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
、
違
憲
立
法

及
び
１
９
５
２
年
の
優
生

手
術
の
適
用
範
囲
拡
大
に

日
本
共
産
党
も
賛
成
し
た

こ
と
に
触
れ
、「
歴
史
的
な

誤
り
を
犯
し
た
と
い
う
深

い
反
省
に
立
っ
て
、
被
害

者
の
尊
厳
の
回
復
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

運
営
、
も
う
限
界
で
す

　
国
立
大
学
協
会
が
声
明

　

国
立
大
学
協
会
は
、
国

の
運
営
費
交
付
金
の
減
額

や
物
価
上
昇
な
ど
を
受
け

た
国
立
大
の
財
務
状
況
に

つ
い
て「
も
う
限
界
で
す
」

と
す
る
声
明
を
出
し
ま
し

た
。
声
明
は
、「
各
地
域
の

文
化
、
社
会
、
経
済
を
支

え
る
拠
点
」
と
し
て
国
立

大
が
果
た
し
て
き
た
役
割

を
今
後
も
担
っ
て
い
く
と

表
明
し
た
う
え
で
、「
危
機

的
な
財
務
条
件
」
に
つ
い

て
国
民
に「
理
解
」や「
協

同
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
の
運
営
費
交
付

金
は
２
０
０
４
年
の
法
人

化
以
降
、
１
６
３
１
億
円

も
削
減
。永
田
会
長
は
、運

営
費
交
付
金
減
額
に
加
え

消
費
税
増
税
や
社
会
保
険

料
の
増
額
、
近
年
の
物
価

高
騰
が
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
と
強
調
。
教
員
の
確

保
す
ら
困
難
に
な
っ
て
い

る
な
ど
の
実
情
を
あ
げ

「
運
営
費
交
付
金
の
強
化

は
、
是
非
と
も
必
要
だ
」

と
訴
え
ま
し
た
。

高血圧受診勧奨基準
160/100mmHg 以上に変更

　特定健診における高血圧の受診勧奨基準が今年４月から
変更。最近まで 140/90mmHg 以上で「すぐに病院に行き
なさい」としていた判定基準が 160/100mmHg 以上にな
りました。
　日本では高血圧に関する大規模調査がなされず、アメリ
カの高血圧の診断基準の変更にならって基準を変えてきた
歴史があります。２017 年アメリカでは、診断基準を下げ
たことで降圧剤の売上げが跳ね上がり、製薬会社が大もう
けしました。いろいろ議論のある高血圧基準です。大事な
のは科学的な知見に基づくことです。    （Ｅ）
　（参考）受診勧奨基準について、厚労省「標準的な健診・保健指導プ

　　　　　ログラム」128 頁

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
移
転

　“
国
際
法
違
反
に
加
担
”

　
　
　
　
国
連
専
門
家
が
声
明

　

国
連
人
権
理
事
会
の
特

別
報
告
者
を
含
む
30
人
の

専
門
家
は
６
月
20
日
、
連

名
で
声
明
を
発
表
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
武
器
・
弾
薬

を
移
転
し
て
い
る
国
や
企

業
に
対
し
、
国
際
法
違
反

に
加
担
し
て
い
る
と
し
て

直
ち
に
移
転
を
や
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

名
指
し
さ
れ
た
の
は
、

米
国
の
ボ
ー
イ
ン
グ
、
ゼ

ネ
ラ
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
、

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
、
英
国
の

Ｂ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ド

イ
ツ
の
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
な

ど
。

　

ま
た
、
軍
需
企
業
に
投

資
し
て
い
る
金
融
機
関
も

「
責
任
を
問
わ
れ
る
」と
し

て
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
チ
ェ

ー
ス
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、

ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
な
ど
20

社
を
名
指
し
し
て
、
行
動

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ど
が
発
覚
し
た
」「
海
自

ト
ッ
プ
の
海
幕
長
は
19
日

付
け
で
辞
任
す
る
」「
川
崎

重
工
と
海
自
潜
水
艦
の
修

理
契
約
を
巡
る
裏
金
や
接

待
も
あ
る
」「
安
保
３
文
書

で
防
衛
費
が
潤
沢
に
な
り

タ
ガ
が
緩
ん
で
い
る
」「
実

態
を
解
明
し
、
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

オ
ス
プ
レ
イ
、
横
田
基

地
で
飛
行
再
開
（
２
日
）。

「
昨
年
11
月
末
に
橫
田
基

地
の
Ｃ
Ｖ
22
が
屋
久
島
沖

で
墜
落
し
て
以
降
、
橫
田

基
地
で
の
飛
行
は
初
め
て

だ
」「
事
故
原
因
不
明
の
ま

ま
、
無
通
告
で
飛
行
再
開

し
た
の
は
許
せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

８
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
各
地
に
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
。﹁
キ
ー
ウ
で
は
小
児

病
院
ま
で
攻
撃
さ
れ
た
」

「
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総

長
は
『
直
ち
に
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
強
く
非

難
す
る
』
と
表
明
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
選

挙
で
左
派
連
合
の
﹁
新
人

民
戦
線
｣
が
最
大
勢
力
に
。

「
決
選
投
票
で
新
人
民
戦

線
と
与
党
連
合
が
候
補
者

を
一
本
化
し
た
」「
第
１
回

投
票
で
１
位
だ
っ
た
極
右

政
党
は
３
位
と
な
り
極
右

内
閣
誕
生
は
阻
止
さ
れ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

７
日
、
静
岡
市
で
40
・

０
度
を
記
録
。「
連
日
異
常

な
暑
さ
、危
険
な
暑
さ
だ
」

「
世
界
各
地
で
異
常
気
象

が
起
き
て
い
る
」「
ま
た
梅

雨
に
戻
っ
た
。
体
調
管
理

が
大
変
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
木ム
ク
ゲ槿
が
６
月
か
ら
咲

い
て
い
る
。
従
来
は
夏
に

な
っ
て
咲
く
は
ず
だ
」「
百

日
草
も
例
年
よ
り
早
い
よ

う
だ
」「
空
に
咲
く
大
き
な

花
。
花
火
大
会
が
27
日
に

は
、
隅
田
川
や
昭
和
記
念

公
園
、
八
王
子
で
行
わ
れ

る
」


